（３）　交通安全協会

　ところで交通安全対策を進める組織の一つに「交通安全協会」があるが、この交通安全協会が今日に至るまでには次のような経過を経ている。
交通安全協会の発
　昭和２１年１月東郷館において運転免許所有者、自動車保有者会を三村光行の発起により会員６名で発足し、
足まで
受持巡査との懇談、主要道路の修理奉仕など行った。２３年４月旧４か村の運転者会を発足、会員２１名となる。２９年４月羽合町交通安全協会が設立され、会長三村光行、副会長河原喜義が選出された。３５年４月事務局を羽合町役場に置き、職員が兼務で事務処理をとって現在に至っている。
羽合町交通安全協
　本協会の機構は会長、副会長、理事のほか町内を１５地区に区分して分会長制をとり、顧問に町長、倉吉警
会の概要
察署長、倉吉交通安全協会長を当てている。会員は（１）運転免許証の所有者、（２）自動車所有者、（３）自動車自転車販売修理業者、（４）交通関係者、（５）その他賛同者で、会費制とし、４９年度１人年２００円となっている。事業活動の主なものは、交通法規講習会年２回、部落交通講習会３回、交通安全運動実施４回、広報車による広報８回などであるが、このほか学校、保育所等に対する集団指導の実施なども行っている。

　また現在の交通安全運動を地方公共団体の行政として取上げるため、昭和４４年１１月「羽合町交通安全指導員設置運営規則」が制定され、地方公共団体の公の職務として現在１５名の指導員が活躍している。

　５０年度の交通安全協会役員、交通安全指導員は次のとおりである。


　羽合町交通安全協会　会員１,５０６名

　会長＝三村光行、副会長＝和田重美、吉田　清、理事＝牧田幸寿、高田　博、戸崎文彦、竹信秀秋、斉藤春


　　美、吉野照男、蔵本重敏


　羽合町交通安全指導員　１５名

　　三村光行（会長）、洞ヶ瀬経雅（副会長）秋下常徳、河本一朗、吉田　清、斉藤春美、福本忠市、井木敬二、


　　長村　節、竹信秀秋、尾崎通夫、山本秀徳、蔵本　暁、市川厚一、伊藤健一
中部地区における
　なお、ちなみに交通安全に関係する戦後の諸制度の流れを次に記してみる。
交通安全に関する
○昭和２２年１１月道路交通取締法によって「人は右側、車は左側通行」の対面交通法が制定された。

制度の流れ
○昭和２３年３月警察制度の改変により国家警察、自治体警察の２本立となり、これにともなって両署に附随した交通安全協会が組織された。これが倉吉地区交通安全協会の草分けとなる。


○同年１０月倉吉警察署にパトカー誕生。


○昭和２６年ＧＨＱの認可でガソリン車が運行される。


○昭和２９年４月、国警、自治体警察が県警察に統合される。これを機会に両交通安全協会も、倉吉地区交通安全協会として一本化され、会長に桑名節義就任す。

○昭和３１年２月、自動車損害賠償保償法施行、最高保償額３００,０００円。

○昭和３４年５月、中央自動車学校が倉吉市福庭に開設される。


○同年７月、農耕者集団試験が各支部で実施される。


○昭和３９年１月、打吹駅前十字路に信号機設置。


○同年２月、倉吉警察署が明治町から現庁舎に移転。


○昭和４０年３月、倉吉警察署長の委嘱により交通指導員及び交通指導共助員制度発足。


○同年４月、交通違反に対し反則キップ制度始まる。


○昭和４６年７月、倉吉本町通りにおいて初の歩行者天国始まる。また第１回交通安全子供自転車大会開催さる。


○昭和４７年６月、初心運転者対策として初心者マークの実施を行う。


○同年７月、倉吉銀座商店街歩行者天国始まる。


○昭和４８年８月、道交法一部改正により路上試験制度の実施、誕生日を運転免許証の有効期間の末日とするなど実施。
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